
〇掲載項目（事例３）
１ 単元目標を設定する
２ 単元の評価規準を設定する
３ 指導と評価の計画を立てる
４ 観点別学習状況評価の進め方

「知識・技能」の評価
「思考・判断・表現」の評価
「主体的に学習に取り組む態度」の評価
・評価規準 ・評価の方法と生徒を見取る際のポイント ・評価の例

「指導と評価の一体化」のための
学習評価に関する参考資料（小学校 国語）の活用ガイド

〇活用ガイドのポイント
・事例をもとにして、単元目標と指導と評価の繋がりを解説しています（１～４）
・「知識・技能」と「思考・判断・表現」の評価を明確化して、示しています（４）
・「主体的に学習に取り組む態度」をどのように見取り、評価しているかを解説しています（４）

掲載事例以外の単元でも、本ガイドに掲載された
ポイントを参考に、日々の学習指導と評価の充実
に向けた授業改善に努めましょう！

本ガイドは国立教育政策研究所の参考資料をもとに、先生方が授業を行うに当たり検討する、指導と評価の
計画立案の参考となるよう、神奈川県教育委員会・市町村教育委員会の指導主事の協働で作成したもので
す。



「指導と評価の一体化」のための
学習評価に関する参考資料」

国語科 事例３

キーワード 「知識・技能」、「主体的に学習に取り組む態度」の評価

単元名

読書に関する情報を読んで活用しよう

第５学年 C 読むこと

内容のまとまり

第５学年及び６学年

〔知識及び技能〕（１）言葉の特徴や使い方に関する事項
（２）情報の扱い方に関する事項

〔思考力、判断力、表現力等〕「C 読むこと」

小学校 国語 事例を通した評価の具体例 Ｐ59



●文章の構成について理解することができる。
〔知識及び技能〕(１)カ

●情報と情報との関係付けの仕方，図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと
ができる。
〔知識及び技能〕(２)イ

●目的に応じて，文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることができる。
〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ(1)ウ

●言葉がもつよさを認識するとともに，進んで読書をし，国語の大切さを自覚して思いや考えを
伝え合おうとする。
「学びに向かう力，人間性等」

１ 単元の目標を設定する Ｐ59
学習指導要領から、授業者が選んだ指導事項
を基に目標を設定する

これらの目標を基にして「単元の評価規準」（次ページ）を作る



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①文章の構成について理解している。

（(1)カ）

②情報と情報との関係付けの仕方，

図などによる語句と語句との関係

の表し方を理解し使っている。

（(2)イ）

①「読むこと」において，目的に応

じて，文章と図表などを結び付け

るなどして必要な情報を見付けて

いる。

（Ｃ(1)ウ）

①粘り強く，情報と情報との関係付

けの仕方，図などによる語句と語

句との関係の表し方を理解して使

い，学習課題に沿って，情報を読

んで活用しようとしている。

２ 単元の評価規準を設定する Ｐ59

規準を明確にして、評価の仕方や学習の単元計画を定める

文末を「…している。」として作る

※育成したい資質・能力に照らして指導事項
の一部を用いて作成することもある

文末を「…しようとしている。」として作る

ａ粘り強さ
ｂ自らの学習を調整する
ｃ他の２観点において重点とする内容
ｄ当該単元の具体的な言語活動

※ａ～ｄを含め、設定する



時 主たる学習活動 記録に残す評価の「内容と評価方法」

１ 〇読書推進に関する取組について、複数の情報を読んで、
図にまとめるという学習の見通しをもつ。

２
３
４

〇自分たちの住んでいる市の図書館に関する新聞記事につ
いて、見出し、リード文、本文がどのような構成になっ
ているのかを捉えながら読む。

〇記事中の関連する語句と語句に印を付けるなどして、情
報と情報との関係を捉え、分かったことを整理して簡単
な図にまとめる。

〇まとめたものを交流し，情報の整理の仕方について，よ
さや留意点などを話し合う。

【知識・技能①】ノート
文章の構成についての記述の確認

【知識・技能②】新聞記事・図
記事への書き込みと図に表したものの内容の
確認

【主体的に取り組む態度】新聞記事・図・観察
情報と情報との関係を捉えようとしているか
の確認

５
６

〇教師が用意した，自分たちが住んでいる市の読書推進に
ついて書かれた複数の文章（図書館だよりなど）を読み，
図にまとめる。

〇図にまとめたものを交流し，文章にまとめる。

【思考・判断・表現】図
必要な情報を見付けて図に表したものの内容
の確認

３ 指導と評価の計画を立てる Ｐ60



評価 : 知識・技能① 文章の構成についての記述の確認（第２時） ノート

３ 指導と評価の計画を立てる Ｐ61



評価 ： 知識・技能② 記事への書き込みと図に表したものの内容の確認（第３・４時） 新聞記事・図

３ 指導と評価の計画を立てる Ｐ62～63

児
童
の
書
き
込
み

図に表す



評価 : 思考・判断・表現① 必要な情報を見付けて図に表したものの内容の確認（第５・６時） 図

３ 指導と評価の計画を立てる Ｐ63～65

図に表す



評価 : 主体的に取り組む態度① 情報と情報との関係を捉えようとしているかの確認（第２~４時） 新聞記事・図・観察

３ 指導と評価の計画を立てる Ｐ62～65

児
童
の
書
き
込
み

図に表す



評価規準

文章の構成について理解している。（(1)カ）

評価の方法と児童を見取る際のポイント

方 法 ：ノートの記述を確認する

ポイント：「逆三角形」の構成を理解している

評価 : 知識・技能①（第２・３・４時）

４ 観点別学習状況の評価の進め方 Ｐ61



ポイント：「逆三角形」の構成を理解している

おおむね満足できる（Ｂ）状況の例
図１のように、「逆三角形」の構

成を正しく理解し、書き込んでいる。

努力を要する（Ｃ）状況の例
「逆三角形」の構成を理解してい

ない。

児童への支援例
教師が一緒に内容を確認しながら

書き込みを進めさせる。

十分満足できる（Ａ）状況の例
見出し，リード文，本文の構成だ

けでなく，それらと写真や図表の関
係についても書き込んでいる。

知識・技能①

４ 観点別学習状況評価の進め方 Ｐ61



評価規準

情報と情報との関係付けの仕方，図などによる語句と語句との関係の表し方を
理解し使っている。（(2)イ）

評価の方法と児童を見取る際のポイント

方 法 ：新聞記事への書き込みと図に表したものの内容の確認
ポイント：新聞記事の情報を整理し、図に表している

評価 : 知識・技能②（第３・４時）

４ 観点別学習状況評価の進め方

知識・技能②

Ｐ61～63



ポイント：新聞記事の情報を整理し、図に表している
おおむね満足できる（Ｂ）状況の例
図２で四角で囲んだ「図書祭り」に関

する基本的な情報や，丸で囲んだイベン
ト名などを，図３に，「いつ」，「どこ
で」，「行われたイベント」などといっ
た小見出しを付けて中心に配置し，図２
で線を引いた詳細な内容を補足的に吹き
出しにして図に表している。

努力を要する（Ｃ）状況の例
語句と語句との関係に気付けずに図３に表すことができない。

児童への支援例
共通点をもつ内容を印で表すことの意義について考えさせた上で，具体的なイ

ベントを示す言葉に印を付けさせたり，全体交流で分かったことを記入させたり
して，記事の概要と具体的な内容とを分類して図に表すことができるようにした。

十分満足できる（Ａ）状況の例

新聞記事を分析的に読んで印
の付け方に独自の工夫が見られ
たり，分類の明確さが際立って
いたりしている。

４ 観点別学習状況評価の進め方

知識・技能②

図２ 図３

Ｐ61～63

図３に表す

吹き出しを使って
詳細な内容を補足

児
童
の
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き
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み



評価規準

「読むこと」において，目的に応じて，文章と図表などを結
び付けるなどして必要な情報を見付けている。（Ｃ(1)ウ）

評価の方法と児童を見取る際のポイント

方 法 ：図に表したものの内容の確認
ポイント：文章と図表を結び付けている

評価 : 思考・判断・表現（第５・６時）

４ 観点別学習状況評価の進め方
思考・判断・表現

Ｐ63～65



図４で、必要な情
報を見つけ、書き
込み、図５のよう
にまとめた。

文章と図表を結び付けている

おおむね満足できる（Ｂ）状況の例

「図書祭り」の「図書館探検ツアー」や「本
の帯づくり」は，昨年の参加者アンケートの結
果を受けて改善した内容であることや，「図書
祭り」で実施されている「登場人物当てクイ
ズ」が毎月の行事としても実施されていること
など必要な情報を見付けることができている。

努力を要する（Ｃ）状況の例

必要な情報を見つけることができない。

児童への支援例

前時までの学習を振り返りながら，教師と一
緒に，関係する情報の見付け方を確認したり，
友達との交流で分かったことを記入したりして，
必要な情報を見付けられるようにした。

十分満足できる（Ａ）状況の例

提示された以外の複数の資料を結び付けなが
ら必要な情報を見付けたり，必要な情報かどう
かをより正確に取捨選択したり整理したりして
いる。

思考・判断・表現

４ 観点別学習状況評価の進め方 Ｐ63～65



評価規準

① ③

粘り強く，情報と情報との関係付けの仕方，図などによる語句と語句との関係の表し
② ④

方を理解して使い，学習課題に沿って，情報を読んで活用しようとしている。

①粘り強さ
②自らの学習の調整
③他の２観点において重点とする内容
④当該単元の具体的な言語活動

評価の方法と児童を見取る際のポイント

方 法 ：新聞記事の書き込み・図のまとめ・観察から、情報と情報との関係を捉えようとしているか
の確認

ポイント：新聞記事の情報を整理し、図に表そうとしている

評価 : 主体的に学習に取り組む態度（第２~４時）

評価規準設定の仕方
（Ｐ38）

第２～４時

第２～４時

４ 観点別学習状況評価の進め方
主体的に学習に取り組む態度

Ｐ61～65



他の記事を基にした印の付け方、図へのまとめ方
の学習をモデルとして、図に表そうとしている

おおむね満足できる（Ｂ）状況の例
学習課題に沿って情報と情報，語句

と語句を関係付けて図に表そうとし，
友達との交流を通して自分の整理の仕
方を見直そうとしたりしている

努力を要する（Ｃ）状況の例
情報と情報との関係を捉えようとすることができない。

児童への支援例
教師が一緒にモデルを参照するなどしながら，情報と情報との関係について考え

られるようにした。

十分満足できる（Ａ）状況の例

学習課題を意識して友達に適
切にアドバイスをしようとした
り，より分かりやすく情報を整
理しようとしたりしている。

４ 観点別学習状況評価の進め方 Ｐ61～65

児
童
の
書
き
込
み

図３に表そうと
している

児童の書き込み

主体的に学習に取り組む態度


